






要約:子供が病気で入院した場合の父親の役割を知るてがかりとして、父親の面会率を調査

した。平均面会率は 73.7%と良好で、疾患、病期などによる差は少なかった。祖父母と同

居している父親の面会率は同居していない者より低値であった。これらは、父親の育児へ

の積極的参加を意味すると考えられるが、気軽に休暇をとれる、などの環境づくりが必要

と考えられた。 


